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9 September

なし

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（近藤タケユキデュオ） 7（土） 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール20thシリーズ　ブラス・ヘキサゴン
辻本憲一、長谷川智之、森博文、箱山芳樹、外囿祥一郎、池田幸広

8（日） 15:00

 　　指定席 ￥3,500
 一般自由席 ￥3,000
U-25自由席 ￥2,000
※1987年以降生まれ全対象
（当日各￥500増）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-663-6661

第67回全日本学生音楽コンクール北九州大会（予選）　ピアノ部門
14日（土）高校の部、15日（日）小学校の部、16日（月・祝）中学校の部

14（土） 10:30
一般 ￥1,500 毎日新聞社西部本社事業部

093-511-111915（日） 10:30
16（月・祝） 10:30

第67回全日本学生音楽コンクール北九州大会（予選）
フルート部門、声楽部門 21（土）

フルート部門
10:00 一般 ￥1,500 毎日新聞社西部本社事業部

093-511-1119声楽部門
14:30

第67回全日本学生音楽コンクール北九州大会（予選）
バイオリン部門 22（日） 10:30 一般 ￥1,500 毎日新聞社西部本社事業部

093-511-1119
24th 北九州音楽協会会員による　CONCERT 響 2013
北九州市制50周年を祝して
岩﨑雅子、森山仁美、関原弘二、内野京子、室北昌子　ほか

23（月・祝） 15:30
　　　  一般 ￥2,000
学生（小～大学生） ￥1,000

（当日各￥500増）

北九州音楽協会
093-871-2220（宮武）

第1回北九州バロック･アンサンブル・セミナー
①BAROQUE 競奏の華 CONCERTO 大パレード！！！！！
②ファイナル・コンサート～百花繚乱！弦楽器たちの饗宴～

①26（木） 19:00 　　　　　 BAROQUE ￥2,500 北九州バロック ･アンサンブル協会事務局
090-9960-6120（上野）②27（金） 19:00 ファイナル･コンサート ￥1,500

2013 浦野さやかファゴットコンサート
"調和～ハーモニー"
浦野さやか、幸田裕子、田里友邦、柳清本流柳美会

29（日） 15:00
　　　  一般 ￥2,000
学生（中～大学生） ￥1,000

（当日各￥500増）
＊小学生以下無料

ハイマートシュタット
093-883-1548（浦野）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール 金木星カラオケ発表会
カラオケ発表会

29（日） 9:30 無　料 NKR金木星
093-331-7770

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1・２階

門司文化祭・門司区民美術展 5（木）～11（水）
※最終日は16:00まで 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093-321-4151

“生誕80年”-初期から絶作まで-　「池田満寿夫の世界」 14（土）～29（日） 　　一般 ￥300
小中学生 ￥100

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 1（日）
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093-331-670013:00

年５回

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

勝川春章の美人画－北斎を生んだ浮世絵師
典雅な美人画を描いた春章の優品や、その師匠・北斎の作品を展示。

9/6（金）～10/27（日）
　　　 一般 ￥600
高校・大学生 ￥400
中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093-332-0251

（入館は閉館30分前まで）

9 September

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

Peek-a-Boo 2013  Dance Collection 8（日） 14:00 一般 ￥2,500
（当日￥500増）

Peek-a-Boo
093-522-0703

ファミリーフェスティバルin北九州 23（月・祝） 18:00 一般 ￥1,000 A.P.T.F 北福岡
093-645-2386

九州交響楽団　第55回北九州定期演奏会 28（土） 17:00
　　  　一般 ￥3,500
　  会員割引 ￥2,500
学生（小～大学生） ￥1,500

九響チケットサービス
092-823-0101

第39回　小倉南文化祭　日本舞踊合同大会 29（日） 12:30 一般 ￥2,000 小倉南日本舞踊協会
093-961-0050

中劇場

劇団はぐるま座　『動けば雷電の如く』　北九州公演 8（日） 13:30

　　  一般 ￥2,500
　  大学生 ￥1,500
高・中学生 ￥1,000
（当日各￥500増）
　  小学生   ￥500
（当日￥300増）

劇団はぐるま座
083-254-0516

北九州市民劇場9月例会　青年劇場　「普天間」

13（金） 18:30

会　員
※市民劇場会員でない方は
お問合わせ下さい。

北九州市民劇場
093-541-0075

14（土） 13:30
15（日） 13:30
16（月・祝） 13:30
17（火） 13:30
17（火） 18:30
19（木） 13:30
20（金） 12:00

Kony Ailana 2013 22（日） 13:00 一般 ￥3,500
（当日￥500増）

ピリアロハフラスタジオ
093-521-7260

北九州子ども劇場9月高学年部例会
「しのだづま」（人形劇団クラルテ） 23（月・祝）

15:00 会　費
※子ども劇場会員でない方は

お問合わせ下さい。

北九州子ども劇場
093-884-383419:00

北九州子ども劇場9月低学年部例会
「ぼくのなかのぼく」（劇団風の子） 27（金） 18:30

会　費
※子ども劇場会員でない方は

お問合わせ下さい。

北九州子ども劇場
093-884-3834

春風亭小朝　独演会 29（日）
14:00 一般 ￥4,000

（当日￥500増）
シアターネットプロジェクト

092-739-231817:00

小劇場

リトミック・ピアノ発表会 7（土） 13:30 無　料 菊池　昌子
093-964-4361

北九州子ども劇場9月幼児例会
「歌子さんのはじめてのコンサート」（リーフ企画） 14（土）

11:10 会　費
※子ども劇場会員でない方は

お問合わせ下さい。

北九州子ども劇場
093-884-383413:30

ダンスダイブウィーク　「ショーケース」
ダンスって何？の疑問に答えるべく、様々なダンスを取り揃えました

22（日） 14:00
　一般 ￥2,000
ユース ￥1,000
（当日各 ￥500増）
2回セット券

（各20セット限定　　
劇場・前売のみ取扱）
　一般 ￥3,000
ユース ￥1,500

※ユースは24歳以下・　　
要身分証提示・枚数限定・
　劇場のみ取扱　　　　　　

北九州芸術劇場
093-562-2655

23（月・祝） 14:00

ダンスダイブウィーク　イデビアン・クルー「麻痺　引き出し　嫉妬」
現代のダンスシーンの中でも異才を放つ井手茂太・主宰の新作公演

28（土） 19:00
　一般 ￥3,500
ユース ￥2,500

※ユースは24歳以下・　　
要身分証提示・枚数限定・
　劇場のみ取扱　　　　　　
（当日各 ￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-2655

29（日） 13:00

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北九州市立大学・九州工業大学　合同写真展
写真

4（水）～10（火） 無　料 北九州市立大学写真部

画秋到来 AS Exhibition 2013
絵画（漫画・イラスト）

11（水）～17（火） 無　料 アズ漫画研究会
093-602-9648

秋琴会書道展
書道

18（水）～24（火） 無　料
※10:00～18:00

書道研究秋琴会
093-691-1226

第64回（平成25年度）小倉北区民美術展会員・会友展
絵画・書道・写真・彫刻・その他

9/26（木）～10/1（火） 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課
093-582-3322
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9 September

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大画廊・
小画廊

～現代伊万里の昇華　純プラチナ彩～　山本一洋作陶展
独自の技法で開発した「純プラチナ彩」作品を紹介。

4（水）～10（火） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

大画廊

萩焼　大和努作陶展 11（水）～17（火） 無　料

日展評議員就任記念　武腰一憲作陶展
シルクロードの世界を九谷焼で表現した作品を紹介。

18（水）～24（火） 無　料

世界の秘境を往く　中村勝人絵画展
シルクロードの風景と、そこで暮らす人々の生活を描いた作品を紹介。

9/25（水）～10/1（火） 無　料

小画廊

小宮絵莉・小柳景義二人展
東京藝術大学大学院・中島千波教室出身の二人による作品展。

11（水）～17（火） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

星野聖 陶展
大壺、酒器、食器など備前焼約100点を展示。

18（水）～24（火） 無　料

フジタとパリの日本人画家達展
藤田嗣治と共にパリで活躍した日本人画家たちの作品を紹介。

9/25（水）～10/1（火） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

4（水） 14:00 無　料
水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子

18（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール 吟詠コンクール大会 8（日） 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090-8392-4995（帆足）

展示
コーナー

第40回小倉南区年長者・障害者（児）作品展
3（火）～7（土）
9:00～17:00

※3（火）は14:00から
　　7（土）は12:00まで　

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093-951-5388

北九州市市制50周年記念
第39回（平成25年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）洋画・書・写真・工芸

22（日）～29（日）
9:00～17:00

※29（日）は15:00まで
無　料 小倉南美術協会事務局

093-662-6051

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール
澤田理絵　ソプラノコンサート 7（土） 19:00 ¥2,000 心に残る唄事務局

093-771-7104
うたごえ交流会
合唱発表

8（日） 13:00 ¥1,000 山本猛雄
093-603-4070

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

忘れてはイケナイ物語り　北九州篇　戦争童話集原画展―作・野坂昭如　絵・黒田征太郎―
『戦争童話集』で黒田征太郎さんが描いた原画約250点を展示。

～9/8（日）
　一般 ￥200
中高生 ￥100
 小学生 ￥50

北九州市立文学館
093-571-1505

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 北九州市制50周年記念特別企画展　「松本清張と邪馬台国」 ～11/4（月・祝）

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093-582-2761

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

４階市民の
大広間

北九州遺跡パネル展
城下町小倉に点在する江戸時代の土木遺産をパネルにて紹介　20枚

～9/30（月）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093-561-1210

（入館は閉館30分前まで）

9 September

（７月20日～9月1日は20:00まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北条司＆コミックゼノン展
北条司と月刊「コミックゼノン」の連載作家たちの展覧会

～9/23（月・祝）
　一般 ￥600
中高生 ￥300
小学生 ￥150
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

生誕130年　憧れの欧米への旅　竹久夢二展
日本画及び油絵140点

～9/1（日）
一般 ￥1,000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093-562-3215

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

ヤマハ　ピアノ・エレクトーン発表会
ピアノ・エレクトーン個人発表会

1（日） 10：30 無　料
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093-531-4342

ピアノ発表会
ピアノ発表会（幼児から中学生までのピアノ発表会）

23（月・祝） 14：00 無　料 クラヴィーア・ヴォルケ
090-9720-0844（原田）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「かぐや姫」　アメリカンアニメ「眠いウサギ狩り」「呪いの黒猫」ほか

8（日） 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

クラシック・レコード・コンサート
ベートーヴェン作曲「ヴァイオリン協奏曲」ほか。楽曲解説あり。

15(日) 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会（洋画「キングソロモン」） 21（土） 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会（邦画「天狗飛脚」） 28（土） 14:00 無　料
（先着50名）

9：30～18：00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

北九州市ジュニアオーケストラ　第31回定期演奏会 1（日） 15:00 一般自由席 ￥800
（当日￥200増）

北九州市ジュニアオーケストラ
093-583-5282

劇団四季60周年記念 SONG＆DANCE60 感謝の花束
「キャッツ」・「ライオンキング」・「オペラ座の怪人」・「美女と野獣」etc

5（木） 18:30
S席 ￥8,000
A席 ￥6,000
B席 ￥3,000

劇団四季　全国公演本部
0120-660-442

真弓バレエスクール　リサイタル
第１部バレエコンサート　第２部「くるみ割り人形」よりお菓子の国

8（日） 14:30 ￥3,000
全席自由

真弓バレエスクール
093-881-6569

豪華　歌の共演
前川清・神野美伽・石原詢子

11（水） 13:00 S席 ￥6,800 ソワード㈱
0956-22-2036

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：「藤木勇人」氏

14（土） 13：00 関係者
（随時募集）

北九州市民文化大学
093-522-5008

松竹大歌舞伎
中村吉右衛門・中村又五郎・中村歌昇・中村芝雀ほか

19（木） 12:00 S席 ￥10,000
A席   ￥7,000

㈱井筒屋
093-522-311117:00

カリブ海ミュージッククルーズ　キューバ情熱音楽
セサル・ロペス＆ハバナ・アンサンブル

25（水） 19:00 A席 ￥5,500
B席 ￥5,000

MIN-ON北九州
093-884-1833

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室

祇園祭と八坂神社
八坂神社の歴史とその意義を祇園祭の観点から紹介。

～9/16（月・祝）
小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

第39回　小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品約300点を展示。

21（土）～29（日）
小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

書院棟 秋のJAZZナイト
夜の大名屋敷でJAZZを鑑賞。

14（土）
18:00

¥1,500 
（呈茶付・入館料込）

先着80名
※要申込

和室・書院棟 開館15周年記念市民茶会
開館15周年を記念した恒例の秋の茶会です。

29（日）
9：00～14：00

¥2,500
（薄茶二席・点心付・入館料込）

先着50名
※要申込

まで

（入館は閉館30分前まで）
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9 September

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大画廊・
小画廊

～現代伊万里の昇華　純プラチナ彩～　山本一洋作陶展
独自の技法で開発した「純プラチナ彩」作品を紹介。

4（水）～10（火） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

大画廊

萩焼　大和努作陶展 11（水）～17（火） 無　料

日展評議員就任記念　武腰一憲作陶展
シルクロードの世界を九谷焼で表現した作品を紹介。

18（水）～24（火） 無　料

世界の秘境を往く　中村勝人絵画展
シルクロードの風景と、そこで暮らす人々の生活を描いた作品を紹介。

9/25（水）～10/1（火） 無　料

小画廊

小宮絵莉・小柳景義二人展
東京藝術大学大学院・中島千波教室出身の二人による作品展。

11（水）～17（火） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

星野聖 陶展
大壺、酒器、食器など備前焼約100点を展示。

18（水）～24（火） 無　料

フジタとパリの日本人画家達展
藤田嗣治と共にパリで活躍した日本人画家たちの作品を紹介。

9/25（水）～10/1（火） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

4（水） 14:00 無　料
水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子

18（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール 吟詠コンクール大会 8（日） 9:30 無　料 北九州吟剣詩舞道響会事務局
090-8392-4995（帆足）

展示
コーナー

第40回小倉南区年長者・障害者（児）作品展
3（火）～7（土）
9:00～17:00

※3（火）は14:00から
　　7（土）は12:00まで　

無　料 北九州市小倉南区社会福祉協議会
093-951-5388

北九州市市制50周年記念
第39回（平成25年度）小倉南区文化祭小倉南美術協会展
日本画（水墨画を含む）洋画・書・写真・工芸

22（日）～29（日）
9:00～17:00

※29（日）は15:00まで
無　料 小倉南美術協会事務局

093-662-6051

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール
澤田理絵　ソプラノコンサート 7（土） 19:00 ¥2,000 心に残る唄事務局

093-771-7104
うたごえ交流会
合唱発表

8（日） 13:00 ¥1,000 山本猛雄
093-603-4070

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

忘れてはイケナイ物語り　北九州篇　戦争童話集原画展―作・野坂昭如　絵・黒田征太郎―
『戦争童話集』で黒田征太郎さんが描いた原画約250点を展示。

～9/8（日）
　一般 ￥200
中高生 ￥100
 小学生 ￥50

北九州市立文学館
093-571-1505

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 北九州市制50周年記念特別企画展　「松本清張と邪馬台国」 ～11/4（月・祝）

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093-582-2761

（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

４階市民の
大広間

北九州遺跡パネル展
城下町小倉に点在する江戸時代の土木遺産をパネルにて紹介　20枚

～9/30（月）
　大人 ￥350
　中高 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093-561-1210

（入館は閉館30分前まで）

9 September

（７月20日～9月1日は20:00まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

北条司＆コミックゼノン展
北条司と月刊「コミックゼノン」の連載作家たちの展覧会

～9/23（月・祝）
　一般 ￥600
中高生 ￥300
小学生 ￥150
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

生誕130年　憧れの欧米への旅　竹久夢二展
日本画及び油絵140点

～9/1（日）
一般 ￥1,000
高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093-562-3215

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール

ヤマハ　ピアノ・エレクトーン発表会
ピアノ・エレクトーン個人発表会

1（日） 10：30 無　料
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店
093-531-4342

ピアノ発表会
ピアノ発表会（幼児から中学生までのピアノ発表会）

23（月・祝） 14：00 無　料 クラヴィーア・ヴォルケ
090-9720-0844（原田）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「かぐや姫」　アメリカンアニメ「眠いウサギ狩り」「呪いの黒猫」ほか

8（日） 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

クラシック・レコード・コンサート
ベートーヴェン作曲「ヴァイオリン協奏曲」ほか。楽曲解説あり。

15(日) 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会（洋画「キングソロモン」） 21（土） 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会（邦画「天狗飛脚」） 28（土） 14:00 無　料
（先着50名）

9：30～18：00

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

北九州市ジュニアオーケストラ　第31回定期演奏会 1（日） 15:00 一般自由席 ￥800
（当日￥200増）

北九州市ジュニアオーケストラ
093-583-5282

劇団四季60周年記念 SONG＆DANCE60 感謝の花束
「キャッツ」・「ライオンキング」・「オペラ座の怪人」・「美女と野獣」etc

5（木） 18:30
S席 ￥8,000
A席 ￥6,000
B席 ￥3,000

劇団四季　全国公演本部
0120-660-442

真弓バレエスクール　リサイタル
第１部バレエコンサート　第２部「くるみ割り人形」よりお菓子の国

8（日） 14:30 ￥3,000
全席自由

真弓バレエスクール
093-881-6569

豪華　歌の共演
前川清・神野美伽・石原詢子

11（水） 13:00 S席 ￥6,800 ソワード㈱
0956-22-2036

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：「藤木勇人」氏

14（土） 13：00 関係者
（随時募集）

北九州市民文化大学
093-522-5008

松竹大歌舞伎
中村吉右衛門・中村又五郎・中村歌昇・中村芝雀ほか

19（木） 12:00 S席 ￥10,000
A席   ￥7,000

㈱井筒屋
093-522-311117:00

カリブ海ミュージッククルーズ　キューバ情熱音楽
セサル・ロペス＆ハバナ・アンサンブル

25（水） 19:00 A席 ￥5,500
B席 ￥5,000

MIN-ON北九州
093-884-1833

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室

祇園祭と八坂神社
八坂神社の歴史とその意義を祇園祭の観点から紹介。

～9/16（月・祝）
小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

第39回　小倉城扇子・短冊書道展
舞扇や短冊にしたためた書の作品約300点を展示。

21（土）～29（日）
小倉城庭園入館料
　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

書院棟 秋のJAZZナイト
夜の大名屋敷でJAZZを鑑賞。

14（土）
18:00

¥1,500 
（呈茶付・入館料込）

先着80名
※要申込

和室・書院棟 開館15周年記念市民茶会
開館15周年を記念した恒例の秋の茶会です。

29（日）
9：00～14：00

¥2,500
（薄茶二席・点心付・入館料込）

先着50名
※要申込

まで

（入館は閉館30分前まで）
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9 September

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

中村經子／十月工房　草木染手織紬と切継の帯と布展
草木染による手織り和服の他、ショールや布小物など展示。

17（火）～22（日） 無　料
093-643-5268

有田焼陶祖　14代李参平　作陶展
有田焼陶祖・李参平より14代目にあたる金ケ江三兵衛氏による作品展。

24（火）～29（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

河野鶴聲創作吟詠発表会　第二回　心のしらべ 8（日） 13:00 無　料 鶴洲流鶴洲吟詠会総本部
093-612-7813（早渕）

北九州市制50周年記念事業　黒崎大文化祭「黒フェス」特別企画
泉谷しげるライブ 15（日） 18:00

　　　 A席 ￥4,000
　　　 B席 ￥3,500
２階自由席 ￥3,000

（社）北九州青年経営者会議
093-863-0157

平成25年　高文連北九州地区音楽会 21（土） 9:45 無　料 福岡県立八幡高等学校
093-651-0035

北九州子ども劇場9月小学1年生以上低学年部例会
「ぼくのなかのぼく」（劇団風の子） 26（木） 19:00 会員制 ￥1,300 北九州子ども劇場

093-884-3834

第14回　高須中学校吹奏楽部定期演奏会 29（日） 14:00 無　料 北九州市立高須中学校
093-741-2310（河野）

中ホール

青空ダンスパーティ 1（日） 13:00 ¥999 青空ダンス
070-5814-1373（佐伯）

池田慎司・富川勝智ギターデュオリサイタル 12（木） 19:00 ￥2,500
（当日￥500増） 093-922-3857（池田）

シャンソン　コンサート 19（木） 14:30 無　料 サロン・ドゥ北九州
090-6426-7849（山本）

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー 22（日） 13:00 ¥990 ひまわり社交ダンス
080-3956-1096

ヴァイオリン・ピアノ　デュオコンサート 23（月・祝） 14:00 ￥1,000 吉冨淳子ピアノ教室
070-5277-3669

桂春蝶独演会 28（土） 15:00 ¥2,500
（当日￥500増）

桂春蝶を応援する友の会
093-619-1110

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
空の数え方
イラスト５０点

2（月）～9（月） 無　料 アトリエhico
090-4771-1750（西原）

西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩｣教室総合展～私たちの街101景
洋画　約100点

8（日）～14（土） 無　料 西川幸夫スケッチ教室『四季彩』
090-1926-6738（大川）

きらく会第14回作品展
洋画ほか 約50点

10（火）～16（月･祝） 無　料 絵画クラブきらく会
093-651-3987（土橋）

栄華支部書道展
書

15（日）～21（土） 無　料 栄華支部
090-4982-7889（ベン 順玉）

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸ほか200点

19（木）～23（月･祝） 無　料 北九州市八幡西区社会福祉協議会

時と風の博物館展
写真70～100点

26（木）～29（日）
※26（木）は12：30から 無　料 北九州市総務企画局企画課

●電話／093-644-5206
（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室１～３

コレクション展Ⅱ　ピカソ、マティス、ルオー～巨匠たちの版画（後期）
海外作家の版画を中心に約180点

～9/8（日）
　一般  ￥150
高大生  ￥100
小中生　 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

コレクション展Ⅲ～この素晴らしき彫刻の世界 　9/14（土）～
1/13（月･祝）　

 　一般 ￥150
 高大生 ￥100
小中生　 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

企画展示室
１～２

レオナール･フジタとパリ　1913-1931
藤田嗣治（レオナール･フジタ）とその時代の作品　約140点

　8/31（土）～
10/20（日）　

 一般 ￥1,200
 高大生 ￥800
 小中生 ￥600

北九州市立美術館
093-882-7777

B１F 講堂 （フジタとパリ展関連イベント） 学芸員によるスライド･トーク
本館学芸員によるスライド･トーク

15（日） 14:00～
15:00 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777

市民ギャラリー

高文連北九州地区高等学校美術工芸展
洋画・彫刻・工芸ほか180点

8/27（火）～9/1（日） 無　料
福岡県高文連美術工芸部門北九州支部

福岡ひびき高等学校
093-881-2355（永田）

第28回日本の海洋画展
海をテーマにした絵画展

10（火）～16（月･祝） 無　料 全日本海員福祉センター
03-3475-5391（飯田）

（入館は閉館30分前まで）

9 September

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋の特別展　「邪馬台国が見える！日本古代の原風景」
弥生時代以降古代国家成立までの過程を、九州とヤマトの遺跡を対比し、その実態を検証します。

9/14（土）～
11/4（月・祝） 9:00

　 大人 ￥700
高・大生 ￥400
小・中生 ￥300

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり いのちのたび博物館

093-681-1011秋の特別展関連イベント　記念講演会
「考古学からみた戦国秦漢時代と弥生時代の文化」
講師：中国社会科学院考古研究所　副所長　白 雲翔氏

14（土） 13:30 無　料

秋の特別展関連イベント　｢火おこし体験｣
古代の火おこし体験です。

21(土) 11:00 無　料
※要特別展入場料14:00

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

熔壌ガラス二代目継承20周年記念　江口智子作品展
グラス、ぐい呑み、花器など約70点を紹介。

3（火）～8（日） 無　料
093-643-5268

大端渓硯展
「老抗水岩」「抗仔岩」の二大名抗の硯を中心に約200面を紹介。中国直輸入。

10（火）～15（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

美術展示室

第20回　北美会展
油絵・水彩　約30点

16（月・祝）～21（土）
10:00～17:00

※21（土）は16:00まで
無　料 北美会

093-601-5550（古木）

東光会福岡支部　支部展・公募展
油絵・水彩　約60点

23（月・祝）～29（日）
10:00～18:00

※29（日）は17:00まで
無　料 東光会福岡支部

093-951-9980（佐藤）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 企画展「船のなるほど展」
船のしくみや構造、深海で活躍する船などを紹介します。

～9月23日（月・祝） 　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥100

北九州イノベーションギャラリー
093-663-5411

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座

ライブシアター2013　白象くんがやって来た
読み聞かせと人形劇

1（日） 11:30 ￥1,000
（当日￥300増）

白象くんがやってきた実行委員会
090-1193-8461（木戸）14:30

ピアノ発表会 8（日） 14:00 無　料 関本こころ
093-618-6163

落語まつり 28（土） 14:30 ￥1,000 江崎弘子
090-8669-3436

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギャラリー あたたかい宇宙
演劇

21（土） 15:00
￥500 旧百三十銀行ギャラリー

093-661-913022（日） 11:00
14:00

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

子ども
ホール

わらべの日＆救急の日　子ども救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏・演技や子ども向けの救命救急教室

8（日） 13：00～
15：00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555

9 ⁄ 2日（月）・4日（水）・18日（水）

（展示室入室は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
科学館前
広場別館

第35回わくわくサイエンスキッズ2013
身近な科学やものづくりの楽しさを体験

15（日） 10:00 無　料

児童文化科学館
093-671-4566

大集会場

サイエンスショー
「ドライアイスで科学実験」

16（月・祝） 14:30 無　料

テルミンコンサート
直接手を触れずに音を奏でる電子楽器テルミン。　出演：ミルキーウェイさん

22（日） 14:30 無　料

プラネタリウム
屋上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と秋の星空を望遠鏡で観察します。

28（土） 19:00

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50

※小学生以下は保護者同伴
14(土)から電話受付

（入館は閉館30分前まで）
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9 September

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

中村經子／十月工房　草木染手織紬と切継の帯と布展
草木染による手織り和服の他、ショールや布小物など展示。

17（火）～22（日） 無　料
093-643-5268

有田焼陶祖　14代李参平　作陶展
有田焼陶祖・李参平より14代目にあたる金ケ江三兵衛氏による作品展。

24（火）～29（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

河野鶴聲創作吟詠発表会　第二回　心のしらべ 8（日） 13:00 無　料 鶴洲流鶴洲吟詠会総本部
093-612-7813（早渕）

北九州市制50周年記念事業　黒崎大文化祭「黒フェス」特別企画
泉谷しげるライブ 15（日） 18:00

　　　 A席 ￥4,000
　　　 B席 ￥3,500
２階自由席 ￥3,000

（社）北九州青年経営者会議
093-863-0157

平成25年　高文連北九州地区音楽会 21（土） 9:45 無　料 福岡県立八幡高等学校
093-651-0035

北九州子ども劇場9月小学1年生以上低学年部例会
「ぼくのなかのぼく」（劇団風の子） 26（木） 19:00 会員制 ￥1,300 北九州子ども劇場

093-884-3834

第14回　高須中学校吹奏楽部定期演奏会 29（日） 14:00 無　料 北九州市立高須中学校
093-741-2310（河野）

中ホール

青空ダンスパーティ 1（日） 13:00 ¥999 青空ダンス
070-5814-1373（佐伯）

池田慎司・富川勝智ギターデュオリサイタル 12（木） 19:00 ￥2,500
（当日￥500増） 093-922-3857（池田）

シャンソン　コンサート 19（木） 14:30 無　料 サロン・ドゥ北九州
090-6426-7849（山本）

ひまわり社交ダンス　ダンスパーティー 22（日） 13:00 ¥990 ひまわり社交ダンス
080-3956-1096

ヴァイオリン・ピアノ　デュオコンサート 23（月・祝） 14:00 ￥1,000 吉冨淳子ピアノ教室
070-5277-3669

桂春蝶独演会 28（土） 15:00 ¥2,500
（当日￥500増）

桂春蝶を応援する友の会
093-619-1110

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
空の数え方
イラスト５０点

2（月）～9（月） 無　料 アトリエhico
090-4771-1750（西原）

西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩｣教室総合展～私たちの街101景
洋画　約100点

8（日）～14（土） 無　料 西川幸夫スケッチ教室『四季彩』
090-1926-6738（大川）

きらく会第14回作品展
洋画ほか 約50点

10（火）～16（月･祝） 無　料 絵画クラブきらく会
093-651-3987（土橋）

栄華支部書道展
書

15（日）～21（土） 無　料 栄華支部
090-4982-7889（ベン 順玉）

八幡西区年長者作品展
洋画・日本画・彫刻・工芸ほか200点

19（木）～23（月･祝） 無　料 北九州市八幡西区社会福祉協議会

時と風の博物館展
写真70～100点

26（木）～29（日）
※26（木）は12：30から 無　料 北九州市総務企画局企画課

●電話／093-644-5206
（入館は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室１～３

コレクション展Ⅱ　ピカソ、マティス、ルオー～巨匠たちの版画（後期）
海外作家の版画を中心に約180点

～9/8（日）
　一般  ￥150
高大生  ￥100
小中生　 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

コレクション展Ⅲ～この素晴らしき彫刻の世界 　9/14（土）～
1/13（月･祝）　

 　一般 ￥150
 高大生 ￥100
小中生　 ￥50

北九州市立美術館
093-882-7777

企画展示室
１～２

レオナール･フジタとパリ　1913-1931
藤田嗣治（レオナール･フジタ）とその時代の作品　約140点

　8/31（土）～
10/20（日）　

 一般 ￥1,200
 高大生 ￥800
 小中生 ￥600

北九州市立美術館
093-882-7777

B１F 講堂 （フジタとパリ展関連イベント） 学芸員によるスライド･トーク
本館学芸員によるスライド･トーク

15（日） 14:00～
15:00 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777

市民ギャラリー

高文連北九州地区高等学校美術工芸展
洋画・彫刻・工芸ほか180点

8/27（火）～9/1（日） 無　料
福岡県高文連美術工芸部門北九州支部

福岡ひびき高等学校
093-881-2355（永田）

第28回日本の海洋画展
海をテーマにした絵画展

10（火）～16（月･祝） 無　料 全日本海員福祉センター
03-3475-5391（飯田）

（入館は閉館30分前まで）

9 September

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

秋の特別展　「邪馬台国が見える！日本古代の原風景」
弥生時代以降古代国家成立までの過程を、九州とヤマトの遺跡を対比し、その実態を検証します。

9/14（土）～
11/4（月・祝） 9:00

　 大人 ￥700
高・大生 ￥400
小・中生 ￥300

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり いのちのたび博物館

093-681-1011秋の特別展関連イベント　記念講演会
「考古学からみた戦国秦漢時代と弥生時代の文化」
講師：中国社会科学院考古研究所　副所長　白 雲翔氏

14（土） 13:30 無　料

秋の特別展関連イベント　｢火おこし体験｣
古代の火おこし体験です。

21(土) 11:00 無　料
※要特別展入場料14:00

（入館は閉館30分前まで）

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

熔壌ガラス二代目継承20周年記念　江口智子作品展
グラス、ぐい呑み、花器など約70点を紹介。

3（火）～8（日） 無　料
093-643-5268

大端渓硯展
「老抗水岩」「抗仔岩」の二大名抗の硯を中心に約200面を紹介。中国直輸入。

10（火）～15（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

美術展示室

第20回　北美会展
油絵・水彩　約30点

16（月・祝）～21（土）
10:00～17:00

※21（土）は16:00まで
無　料 北美会

093-601-5550（古木）

東光会福岡支部　支部展・公募展
油絵・水彩　約60点

23（月・祝）～29（日）
10:00～18:00

※29（日）は17:00まで
無　料 東光会福岡支部

093-951-9980（佐藤）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 企画展「船のなるほど展」
船のしくみや構造、深海で活躍する船などを紹介します。

～9月23日（月・祝） 　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥100

北九州イノベーションギャラリー
093-663-5411

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座

ライブシアター2013　白象くんがやって来た
読み聞かせと人形劇

1（日） 11:30 ￥1,000
（当日￥300増）

白象くんがやってきた実行委員会
090-1193-8461（木戸）14:30

ピアノ発表会 8（日） 14:00 無　料 関本こころ
093-618-6163

落語まつり 28（土） 14:30 ￥1,000 江崎弘子
090-8669-3436

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギャラリー あたたかい宇宙
演劇

21（土） 15:00
￥500 旧百三十銀行ギャラリー

093-661-913022（日） 11:00
14:00

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

子ども
ホール

わらべの日＆救急の日　子ども救命救急教室
北九州市消防音楽隊の演奏・演技や子ども向けの救命救急教室

8（日） 13：00～
15：00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555

9 ⁄ 2日（月）・4日（水）・18日（水）

（展示室入室は閉館30分前まで）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
科学館前
広場別館

第35回わくわくサイエンスキッズ2013
身近な科学やものづくりの楽しさを体験

15（日） 10:00 無　料

児童文化科学館
093-671-4566

大集会場

サイエンスショー
「ドライアイスで科学実験」

16（月・祝） 14:30 無　料

テルミンコンサート
直接手を触れずに音を奏でる電子楽器テルミン。　出演：ミルキーウェイさん

22（日） 14:30 無　料

プラネタリウム
屋上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と秋の星空を望遠鏡で観察します。

28（土） 19:00

 大人 ￥100
中高生 ￥70
小学生 ￥50

※小学生以下は保護者同伴
14(土)から電話受付

（入館は閉館30分前まで）
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9 September

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」
■発行日／ 2013.9.1　　■発　行／北九州市、（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016
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会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市民ギャラリー

第１回　浅生水彩画クラブ作品展
生徒24名による作品展

4（水）～8（日）
10：00～18：00

※8（日）は15：00まで
無　料 甲山由利子

093-661-1767
平成25年度戸畑区学童理科展
戸畑区の小学生の夏休みの理科作品の展示

14（土）
9:00～17：00 無　料 北九州市立あやめが丘小学校

093-881-3003
第37回戸畑区年長者作品展
手工芸品/絵/写真/習字など300点

19（木）～26（木）
9:00～17：00

※19（木）は13：00から
無　料 戸畑区社会福祉協議会

093-871-3259（泉）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

ナニフラスタジオ福岡　第4回発表会 7（土） 12:30 ¥2,000 
（当日￥500増）

ナニフラスタジオ福岡
093-951-1264（溝尻）

チアリーディング北九州　DOLPHINS&チアダンス北九州
MICKEY公演会 15（日） 14:00 ¥1,000 福岡文化振興協会

090-5287-8254（後藤）

九州朝鮮中高級学校　吹奏楽部　31回演奏会 16（月･祝） 17:00 無　料 九州朝鮮中高級学校吹奏楽部
093-691-4431（徐）

水谷川優子チェロ・リサイタル
サン・サーンス：白鳥、グリーグ：ペール・ギュント組曲

18（水） 19:00
指定席（1階）￥4,500
自由席（2階）￥3,800
自由席（2階）高校生以下
　　　　　　￥1,000

北九州労音
093-571-0227（松前）

吉田兄弟　三味線だけの世界 21（土） 16:00 全席指定 ￥5,000
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093-562-3611

第38回 秋季芸術祭　筝・三絃・尺八による三曲演奏会 23（月･祝） 11:00 ¥1,000 北九州三曲協会
093-651-8579（塚本）

第10回 北九州市立大谷中学校吹奏楽部　定期演奏会 28（土） 16:00 無　料 北九州市教育委員会
093-881-5767（大谷中・皿本）

八橋邦楽会設立30周年記念演奏会 29（日） 13:00 ¥2,500 
（当日￥500増）

八橋邦楽会
093-561-1146（櫻井）

中ホール

ヴァイオリン・チェロソロコンサート 8（日） 13:05 無　料 篠崎ヴァイオリンスクール
093-921-0459（吉田）

第5回3つの音色で奏でる　木村りえ・木村りさピアノコンサート 12（木） 19:00
一般 ￥2,000
学生 ￥1,000
（当日￥500増）

Rie·Risa企画
090-3733-6095（ 木村 ）

オペラ　アリアの夕べ 14（土） 18:00 ¥1,000 ラ・ディーヴァの会
090-9584-8655（井上）

第3回　東日本大震災復興支援　チャリティーコンサート 15（日） 13:00 　　一般 ￥1,000
高校生以下 ￥500

チャリティーコンサート実行委員会
093-671-2586（中下）

リトル・コンサート 16（月･祝） 13:30 無　料 ジュニア・アンサンブル
093-962-5320（松本）

10周年記念　ヴァイオリン・チェロコンサート
ゲスト：長島洋太（Vn）、山中恵里子（Vn）

23（月･祝） 13:00 無　料 スズキ・メソード北九州
093-952-2372（小川）

森山仁美　フルートリサイタル
デュティユー：ソナチネ、吉松隆：デジタルバード組曲　ほか

27（金） 19:00
一般 ￥2,000
学生 ￥1,000
（当日￥500増）

北九州楽友協会
093-622-1900（福島）

平成25年度　戸畑区文化祭　琵琶で巡る歴史物語 28（土） 13:00 無　料 戸畑区文化団体連合会
080-6445-2258（佐々木）

交流プラザ ウェルカムコンサート
ヴァイオリン・ピアノの演奏。出演：藤松敦仁、上村貴子

12（木） 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内
093-871-7200

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市民ギャラリー

公募第14回全国水墨研究会合同展
水墨画 約300点

18（水）～23（月･祝） 無　料 全国水墨研究会
093-971-0220（岡村）

白亜会九州支部展
洋画 60点

25（水）～29（日） 無　料 白亜会
093-581-3366（木本）

（入館は閉館30分前まで）

チケット完売
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お
知
ら
せ

北
九
州
芸
術
劇
場
は
今
年
、
開
館
10

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
お
客
様
に
安
全
か
つ
安
心
し
て

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
大
規
模
な

修
繕
工
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
予

定
工
事
期
間
は
、
２
０
１
４
年
12
月

１
日
〜
15
年
１
月
31
日
頃
。
こ
の

間
、
北
九
州
芸
術
劇
場
は
閉
館
と
な

る
予
定
で
す
。
工
事
の
実
施
お
よ
び

期
間
に
つ
い
て
、
正
式
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
ら
、
当
劇
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
種
媒
体
に
て
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

北
九
州
芸
術
劇
場 

施
設
利
用
係

０
９
３
（
５
６
２
）
８
４
３
６

■
北
九
州
芸
術
劇
場

「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
」

10
月
５
日
（
土
）〜
６
日
（
日
）
午

後
12
時
30
分
開
演
と
同
６
時
開
演

（
６
日
は
12
時
30
分
開
演
の
み
）。
※

各
日
各
公
演
と
も
開
場
時
間
は
、
開

演
時
間
の
30
分
前
。
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
彩

の
国
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
シ
リ
ー
ズ

第
28
弾
。
演
出
は
蜷
川
幸
雄
、
出
演

は
市
川
猿
之
助
ほ
か
。
全
席
指
定
。

入
場
料
、
Ｓ
席
９
０
０
０
円
、
Ａ
席

６
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）。

北
九
州
芸
術
劇
場　

０
９
３
（
５
６
２
）
２
６
５
５

■
戸
畑
区
役
所

「
旧
松
本
家
住
宅 

森
の
館
オ
ー
ル

デ
ィ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」

10
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
、
旧
松
本
家
住
宅

（
戸
畑
区
一
枝
）。
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ

プ
ス
（
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
）
を
中
心

と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
入
場
料
、
無

料
。
要
事
前
申
し
込
み
、
定
員
80

名
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
込
期
間
〜
９
月
23
日
（
月
・
祝
）

必
着
。
駐
車
場
な
し
。

戸
畑
区
役
所
総
務
企
画
課

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

０
９
３
（
８
７
１
）
１
５
０
１

■
北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会

「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
プ
レ
ミ
ア
ム

ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

10
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
（
３
時
間
公
演
）、
北

九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区
平

野
）。
北
九
州
市
民
文
化
賞
・
奨
励

賞
受
賞
者
６
名
と
、
こ
の
日
限
り
の

「
北
九
州
祝
祭
弦
楽
合
奏
団
」
が
共

演
。
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
四
季
」
ほ
か
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
席
６
０
０

０
円
、
Ａ
席
４
０
０
０
円
、
Ｕ
―
25

（
Ａ
席
）２
０
０
０
円
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
実
行
委
員
会

事
務
局

０
９
３
（
６
６
３
）
６
５
６
７

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

C
ulC
ul（

か
る
か
る
）

郵
送
の
ご
案
内

郵
送
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、ご
希
望
回
数

分
の
切
手
を
添
え
て
お
送
り
下
さ
い
。

Ａ
．
三
つ
折
り
定
型
郵
便
物
で
の
郵

送　

一
回
90
円　

Ｂ
．
定
型
外
郵
便
物
で
の
郵
送
（
折

り
な
し
）
一
回　

１
４
０
円

10
月
号
か
ら
平
成
26
年
３
月
号
ま
で
の

６
回
を
上
限
と
し
ま
す
。
Ａ
か
Ｂ
い
ず

れ
か
と
回
数
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
切

手
到
着
後
の
郵
送
と
な
り
ま
す
。　

〒
８
０
５

－

０
０
１
９　

八
幡
東
区

中
央
二
丁
目
１
の
１
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ザ
７
Ｆ　

C
ulC
ul

郵
送
係
ま
で
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対
し
て
自
然
と
興
味
を
か
き
立
て
ら

れ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
演
奏
に
、
前
の
め
り
で
没
入
し
て

い
け
る
。
つ
ま
り
、
読
み
始
め
た
瞬

間
か
ら
ま
さ
に
序
奏
が
始
ま
っ
て
い

る
わ
け
だ
。
私
は
私
で
、
そ
れ
を
読

ん
で
奮
起
し
、
気
を
引
き
締
め
、
舞

台
へ
歩
み
出
て
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
。

読
み
手
に
こ
れ
ほ
ど
能
動
的
に
働
き

か
け
る
文
章
で
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

書
け
る
人
が
他
に
い
る
だ
ろ
う
か
。

彼
女
の
愛
情
は
、
海
よ
り
も
深
く
、

空
よ
り
も
広
い
。
私
は
本
当
に
良
い

友
を
持
っ
た
な
あ
。

邪
魔
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
プ
ラ
イ

ド
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
い
る
。
非
の

打
ち
所
の
無
い
人
と
は
、
こ
う
い
う

人
を
言
う
の
か
な
。
全
く
か
な
わ
な

い
。

　

そ
の
彼
女
に
、
私
の
演
奏
会
用
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

驚
く
べ
き
名
文
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
よ
く
あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
歴
等
は

一
つ
も
な
く
、
私
の
人
と
な
り
が
か

な
り
美
化
さ
れ
て
書
か
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
表
現
力
、
構
成
力
、
推

進
力
、
リ
ズ
ム
感
、
感
受
性
は
、
超

が
つ
く
程
だ
。
読
ん
だ
人
は
、
私
に

　

私
に
は
15
年
来
の
親
友
が
一
人
い

る
。
知
り
合
っ
て
今
ま
で
、
彼
女
の

口
か
ら
「
出
来
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
聞
い
た
事
が
無
い
。
実
際
、
何
で

も
出
来
る
。
字
も
絵
も
上
手
い
し
、

文
章
書
か
せ
た
ら
ま
さ
に
プ
ロ
。
頭

は
良
い
し
、
優
し
く
、
人
か
ら
好
か

れ
、
気
遣
い
も
出
来
て
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
は
あ
る
し
。
な
の
に
、
謙
虚

で
気
負
い
が
な
く
、
そ
れ
で
い
て
、

親
友
の
書
い
て
く
れ
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 
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昭和 24年の発掘の様子（小倉高校考古学部）

埋蔵文
化
財

hiroba 梅　﨑　惠　司

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Keiji Umezaki

城野遺跡全景

　
こ
の
二
つ
の
名
称
は
、
小
倉
高
等

学
校
考
古
学
部
の
部
誌
『
ま
が
た

ま
』 （
昭
和
25
年
12
月
30
日
発
行
）

の
『
２

－

25
年
度
市
内
遺
跡
調
査
中

間
報
告
』 

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
の
19
、
20
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
た
の
で
、 

こ
こ
に
全
文
を
示

し
ま
す
。

　

19
、
猫
塚

　

小
倉
市
中
城
野
（
小
川
氏
宅
）

　

日
豊
線
城
野
駅
よ
り
徒
歩
に
て
約

十
分
北
方
刑
務
所
の
横
の
空
地
に
位

置
す
る
。
こ
れ
は
竪
穴
式
石
棺
で
あ

り
石
棺
内
に
は
遺
物
な
く
た
だ
封
土

中
よ
り
土
錘
石
斧
石
庖
丁
の
破
片
一

片
づ
つ
拾
得
し
た
。
他
に
付
近
一
帯

よ
り
弥
生
式
土
器
特
に
遠
賀
川
式
が

目
立
っ
て
多
く
須
恵
器
は
極
く
破
片

し
か
散
布
し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和

24
年
夏
休
み
、
我
々
部
員
の
手
に

よ
っ
て
学
校
に
持
ち
帰
り
本
館
前
に

組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

　

20
、
三
塚

　

小
倉
市
中
城
野
（
小
川
氏
宅
）

　

猫
塚
よ
り
二
十
米
離
れ
て
い
る
小

川
氏
宅
の
庭
園
内
に
直
径
四
米
位
の

三
つ
の
小
山
が
あ
る
。
こ
れ
は
未
だ

調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
こ
れ
も
猫
塚

と
同
じ
く
竪
穴
式
石
棺
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
附
近
一
体
に
は
遠
賀
川
式

須
恵
器
土
師
器
が
散
布
し
て
い
る
。

　
文
中
の
「
小
川
氏
」
は
も
う
亡
く

な
ら
れ
、
家
族
は
福
岡
に
転
居
し
た

そ
う
で
す
。
そ
う
教
え
て
く
れ
た
付

近
住
民
は
城
野
駅
付
近
の
こ
と
を

「
小
高
い
丘
で
家
は
な
く
野
っ
ぱ
ら

だ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
地

主
か
ら
、
古
墳
が
あ
る
の
で
何
と
か

し
た
い
と
い
う
希
望
に
応
え
た
の

は
、
考
古
学
部
で
し
た
。
こ
の
時
に

お
茶
を
差
し
入
れ
た
方
が
付
近
に
お

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
が
猫
塚
の
発

掘
の
こ
と
を
覚
え
て
い
た
の
で
す
。

現
在
、
発
掘
さ
れ
た
「
猫
塚
」
の
石

棺
は
、
小
倉
高
校
に
移
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
大
き
さ
は
、
内
法
で
長

さ
１
・
８
５
ｍ
、
幅
０
・
６
３
ｍ
、

深
さ
０
・
７
ｍ
で
す
。
こ
の
時
、
盛

土
か
ら
弥
生
土
器
や
古
墳
時
代
の
焼

き
物
で
あ
る
須
恵
器
片
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
に
、
城

野
駅
南
側
の
工
事
の
た
め
発
掘
調
査

さ
れ
、
そ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
の
は
外

周
を
巡
っ
て
い
た
堀
で
し
た
。
こ
の

堀
は
直
線
、
つ
ま
り
上
か
ら
見
る
と

四
角
の
方
墳
だ
っ
た
の
で
す
。
堀
か

ら
出
土
し
た
の
は
、
や
は
り
弥
生
後

期
土
器
と
数
点
の
須
恵
器
片
で
し

た
。
年
代
は
、
４
世
紀
代
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

さ
て
、「
三
塚
」
で
す
が
、
猫
塚

の
他
に
三
つ
の
小
山
が
あ
る
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
時
４
つ

塚
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
城
野
駅
南
側
の
調
査
は
平
成
23
年

度
か
ら
行
い
、
25
年
度
も
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
古
墳
は
２
基
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
猫
塚
の
可
能
性
が

高
い
２
号
方
墳
と
１
号
円
墳
で
す
。

１
号
円
墳
は
24
年
度
に
３
分
の
２
を

掘
り
、
25
年
度
は
そ
の
西
側
を
掘
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
堀
が
円
に
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で

す
。
堀
は
、
く
の
字
に
開
い
た
よ
う

に
な
り
、
上
か
ら
見
る
と
「
カ
ギ
穴

形
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
２

つ
の
古
墳
は
、
堀
し
か
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
１
号
は
直
径
27

ｍ
、
２
号
は
１
辺
18
ｍ
程
で
す
。
い

ず
れ
も
主
軸
が
紫
川
流
域
を
向
い
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
流
域

の
首
長
層
の
古
墳
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。
調
査
が
終
わ
る
の
は
秋
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
11
月
号
で
す
】

猫塚と三塚
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『月刊コミックゼノン』座談会＆出張編集部
【開催日】2013年8月25日（日）
午後１時～午後１時45分　座談会
午後２時～午後４時　出張編集部
現役の編集者の方にお越しいただいて、マ
ンガ作品を見てもらう「出張編集部」を開催。
編集部を囲んでの座談会も開催予定です。
（こども文化パスポート適用あり）
【お問合せ】 
北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

を
誘
う
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ

ミ
カ
ル
な
タ
ッ
チ
の
作
品
で
あ
り
な

が
ら
、
随
所
に
原
作
『
北
斗
の
拳
』

の
絵
柄
が
登
場
し
、
よ
り
一
層
面
白

さ
を
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
原
哲
夫
と
「
株
式
会
社
コ

ア
ミ
ッ
ク
ス
」
の
社
長
、
堀
江
信
彦

の
原
作
『
義
風
堂
々
!!
直
江
兼
続
』

は
、
少
年
の
心
で
、
時
に
は
常
識
を

逸
脱
し
た
よ
う
な
姿
で
、
突
き
進
ん

で
い
く
傾か
ぶ
き
も
の

奇
者
を
描
い
た
作
品
と
し

て
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
栗
原

類
さ
ん
が
、
ゼ
ノ
ン
コ
ミ
ッ
ク
ス

『
花
の
慶
次
』『
義
風
堂
々
!!
』
の
Ｃ

Ｍ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
努
め
、
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
化

さ
れ
た
作
品
は
、
ど
れ
も
九
州
で
の

放
送
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
放
送
を

除
く
）、
今
後
こ
ち
ら
で
の
放
送
に

も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
回

の
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
作
品
を
は

じ
め
と
し
て
、『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ゼ

ノ
ン
』
に
連
載
中
の
数
々
の
作
品
の

原
画
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
手
書
き

の
作
品
も
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
で
描

か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
作
品
の

ジ
ャ
ン
ル
も
雰
囲
気
も
多
岐
に
渡
る

雑
誌
の
魅
力
を
、
展
示
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
展
示
を
見
て
楽
し
み
、

本
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
好
き
な

作
品
を
見
つ
け
て
も
ら
う
、
そ
ん
な

き
っ
か
け
と
な
る
展
覧
会
と
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
＝
並
行
世
界
。
並
行
宇
宙
。

漫画
hiroba郷　田　和　代

北九州市漫画ミュージアム　学芸員

北条司＆コミックゼノン展

～魅力あるコミックゼノン作品～

Information

漫画と北九州

　
現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
北
条
司

＆
コ
ミ
ッ
ク
ゼ
ノ
ン
展
」。

　

今
回
は
、『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ゼ
ノ

ン
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
編

集
元
の「
株
式
会
社
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」

は
、
編
集
者
、
漫
画
家
、
声
優
が
集

ま
り
、
設
立
し
た
会
社
と
い
う
こ
と

は
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
ち
な
ん
だ
取
り
組
み
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
誌
で
は
、
お
笑
い
芸

人
や
ア
イ
ド
ル
と
の
コ
ラ
ボ
、
ま

た
、
絵
だ
け
で
物
語
を
表
現
す
る
新

人
漫
画
家
の
募
集
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
の
あ
る
吉
祥

寺
を
は
じ
め
と
し
て
、
漫
画
に
ち
な

ん
だ
カ
フ
ェ
や
バ
ー
の
経
営
も
し
て

お
り
、
多
く
の
世
代
の
人
た
ち
が
訪

れ
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ゼ
ノ
ン
』
に
は
、

男
女
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
作
品
が
掲
載

さ
れ
、ド
ラ
マ
や
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
高
瀬
志
帆

の
『
お
と
り
よ
せ
王
子
』
は
、
全
国

各
地
か
ら
美
味
し
い
も
の
を
お
と
り

よ
せ
し
て
、
そ
れ
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
る
26
歳
の
男
性
が
主
人
公
。
九

州
各
地
の
食
材
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
を
味
わ
う
姿
を
見
る
と
、
思
わ

ず
お
と
り
よ
せ
し
た
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
作
品
と

し
て
、『
北
斗
の
拳
』
の
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド※

と
し
て
描
か
れ
た
『
Ｄ
Ｄ

北
斗
の
拳
』
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

ち
ら
の
作
品
は
、『
北
斗
の
拳
』
の

登
場
人
物
た
ち
が
登
場
す
る
何
気
な

い
毎
日
の
中
で
巻
き
起
こ
す
、
笑
い

Kazuyo Goda
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が
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日

本
で
は
そ
の
前
提
ま
で
は
輸
入
で
き

て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
前
提

の
受
け
入
れ
を
無
意
識
的
に
避
け
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク

と
フ
ロ
ー
へ
の
意
識
の
違
い
が
西
洋

と
日
本
の
美
術
状
況
の
差
を
生
ん
で

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
違
い
を

ふ
ま
え
て
日
本
の
美
術
状
況
は
遅
れ

を
取
っ
て
い
る
と
嘆
く
こ
と
も
で

き
、
こ
れ
ぞ
日
本
の
社
会
環
境
に
見

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

東京都美術館（前身は東京府美術館）　現在も多くの団体展・公募展が利用する。

「切り裂かれる現実」

「フローとしての美術館」

合
っ
た
美
術
状
況
な
の
だ
と
い
っ
て

そ
の
可
能
性
を
積
極
的
に
模
索
す
る

こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
現
実
に
は
今
の
と

こ
ろ
、
ど
の
美
術
団
体
も
世
代
交
代

の
難
し
さ
や
組
織
の
形
骸
化
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
、
本
来
フ
ロ
ー
で

あ
る
べ
き
も
の
も
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
で
フ
ロ
ー
と
し

て
の
美
術
館
を
思
い
描
く
こ
と
は
可

能
で
し
ょ
う
か
。

付
者
が
現
れ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
現
在
、
国
内
の
各
市
町
村
に
建

て
ら
れ
て
い
る
公
立
美
術
館
の
多
く

が
、
も
と
も
と
は
地
元
の
美
術
家
た

ち
の
間
で
美
術
館
建
設
を
求
め
る
要

望
が
起
こ
り
、
市
民
の
合
意
を
形
成

し
な
が
ら
自
治
体
へ
働
き
か
け
開
館

に
漕
ぎ
つ
け
る
と
い
う
経
緯
を
辿
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
一
つ
書
き
加
え
る
な
ら

ば
、
多
く
の
場
合
、
開
館
に
向
け

て
の
要
望
で
思
い
描
か
れ
る
美
術

館
と
は
、
正
確
に
は
展
示
ス
ペ
ー
ス

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
る
い
は
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
の

美
術
館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
は
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
本
来
、
美
術
館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

と
は
博
物
館
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の

活
動
の
核
は
歴
史
的
に
意
義
あ
る
美

術
作
品
の
蓄
積
と
保
存
継
承
、
つ
ま

り
歴
史
を
保
存
す
る
た
め
の
ア
ー
カ

イ
ブ
施
設
で
あ
る
の
で
す
が
、
国
内

で
美
術
館
に
持
た
れ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
ま
ず
は
催
事
場
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。
つ

ま
り
日
本
で
美
術
館
に
期
待
さ
れ
る

機
能
の
多
く
は
ス
ト
ッ
ク
で
は
な
く

フ
ロ
ー
な
の
で
す
。

　
美
術
と
い
う
概
念
も
、
美
術
館
と

い
う
概
念
も
、
明
治
以
降
の
近
代
化

に
沿
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ

れ
た
概
念
で
す
が
、
西
洋
で
は
美
術

に
し
ろ
美
術
館
に
し
ろ
、
そ
れ
は
歴

史
を
蓄
積
し
て
い
く
営
み
、
つ
ま
り

ス
ト
ッ
ク
の
場
で
あ
る
と
い
う
前
提

　
本
誌
７
月
号
で
北
九
州
市
立
美
術

館
黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
紹
介
し

た
折
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
貸
画
廊

な
ど
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
シ
ス

テ
ム
、
そ
し
て
そ
の
主
な
利
用
者
で

あ
る
団
体
展
・
公
募
展
と
い
う
シ
ス

テ
ム
は
日
本
独
特
の
歴
史
が
あ
る
と

書
き
ま
し
た
。
本
号
は
そ
の
続
き
で

す
。

　
日
本
で
最
初
に
「
美
術
館
」
の
名

を
冠
す
る
施
設
と
し
て
開
館
し
た
上

野
の
東
京
府
美
術
館
は
１
９
２
６
年

に
若
松
の
「
石
炭
の
神
様
」
佐
藤
慶

太
郎
の
寄
付
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
こ

と
は
以
前
書
き
ま
し
た
（『
ひ
ろ
ば
北

九
州
』
２
０
０
９
年
４
月
号
）。
同
館

は
１
９
４
３
年
に
東
京
都
美
術
館
と

改
名
し
、
長
ら
く
公
募
団
体
展
の
主

な
発
表
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
は
団
体
展
増
加
に
対
応

す
る
べ
く
新
た
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
必
要
か
ら
、
２
０
０
７
年

に
国
立
新
美
術
館
が
六
本
木
に
開
館

し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
佐
藤
慶
太
郎
が
美
術
館
の

建
設
資
金
の
寄
付
を
決
め
た
の
は
上

京
時
に
偶
然
読
ん
だ
新
聞
記
事
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
ま
だ
日
本

に
美
術
作
品
を
展
示
す
る
た
め
の
専

門
施
設
が
無
か
っ
た
こ
と
を
美
術
家

た
ち
が
憂
え
て
建
設
運
動
を
し
て
い

た
も
の
の
国
の
予
算
不
足
か
ら
難
航

し
て
い
る
と
い
う
記
事
で
し
た
。
そ

の
後
、
佐
藤
の
寄
付
に
よ
っ
て
国
内

初
の
美
術
館
建
設
は
実
現
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
運
良
く
寄



4

　
核
戦
争
と
そ
の
後
の
世
界
と
い
う

の
は
、
ネ
ビ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
の
『
渚

に
て
』（
１
９
５
７
年
／
日
本
で
の

翻
訳
出
版
は
翌
年
、
翌
々
年
に
は
映

画
化
さ
れ
た
）
が
、
そ
の
嚆こ
う
し矢
の
よ

う
で
す
。
終
末
も
の
は
、
今
や
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
の
定
番
で
す
が
、
驚
い

た
こ
と
に
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー

ブ
リ
ッ
ク
監
督
の
、
核
戦
争
を
題
材

と
し
た
映
画
『
博
士
の
異
常
な
愛

情
』
公
開
よ
り
も
、『
神
と
野
獣
の

日
』
の
連
載
が
一
年
早
い
の
で
す
。

時
代
は
東
西
冷
戦
の
真
っ
只
中
で
し

た
。「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
が
起
こ
っ

た
の
は
、
前
年
の
１
９
６
２
年
。
日

本
で
は
、『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
テ
レ

ビ
放
映
が
始
ま
っ
た
年
で
し
た
。
原

子
力
が
、
様
々
な
形
で
、
私
た
ち
の

身
近
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
小
説
が
連
載
さ
れ

た
の
が
、
週
刊
『
女
性
自
身
』
だ
っ

た
と
い
う
と
こ
ろ
も
意
外
で
す
（
そ

の
せ
い
か
、
若
い
男
女
の
ロ
マ
ン
ス

　
皆
さ
ん
は
、
清
張
作
品
に
Ｓ
Ｆ
が

あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

『
神
と
野
獣
の
日
』
と
い
う
小
説
で

す
。
本
が
絶
版
に
な
っ
て
、
長
ら
く

読
む
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
し
た

が
、
２
０
０
８
年
に
、
小
説
家
・
東

野
圭
吾
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
角
川
文

庫
か
ら
復
刊
し
ま
し
た
。
オ
ビ
に
は

「
僕
の
最
大
の
掘
り
出
し
モ
ノ
で

す
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
小
説
が
連
載
さ
れ
た
の
は
１

９
６
３
（
昭
和
38
）
年
。
あ
る
日
、

首
相
官
邸
に
防
衛
省
か
ら
直
通
電
話

が
掛
か
り
ま
す
。
在
日
米
空
軍
司
令

部
か
ら
の
緊
急
連
絡
で
、
東
京
に
向

か
っ
て
誤
射
さ
れ
た
核
弾
頭
ミ
サ
イ

ル
が
飛
ん
で
来
く
る
と
い
う
も
の
。

そ
れ
も
５
基
で
、
迎
撃
部
隊
を
動
員

し
て
も
全
て
を
落
と
す
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
都
心
の
壊
滅
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
首
相
は
、
苦
渋
の
決
断

の
末
、
こ
の
絶
望
的
な
事
実
を
発
表

し
、
国
民
に
知
ら
せ
ま
す
。

１
１
年
３
月
11
日
の
東
京
は
、
小
説

で
描
か
れ
た
よ
り
も
整
然
と
し
て
い

て
、
都
民
の
行
動
は
世
界
か
ら
賞
賛

さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た※

。

　
冷
戦
は
１
９
８
９
年
に
終
結
を
宣

言
し
ま
し
た
が
、
冷
戦
時
代
に
核
戦

争
を
回
避
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
は
原
発
事
故
で
、
三
度
め
の
被

曝
を
経
験
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
清
張
が
『
神
と
野
獣
の
日
』
で
描

い
た
極
限
状
態
は
、
最
後
の
結
末
で
、

私
た
ち
に
、
あ
る
問
い
を
突
き
つ
け

ま
す
。

　
Ｓ
Ｆ
の
宿
命
で
、
当
時
描
か
れ
た

近
未
来
は
、
す
で
に
時
代
が
追
い
越

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
作

品
の
警
句
は
、
今
で
も
生
き
て
い
る

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

場
面
も
あ
り
ま
す
）。

　
さ
て
、
小
説
の
内
容
に
戻
り
ま
す
。

あ
と
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
、
東
京
は

お
し
ま
い
な
の
で
す
か
ら
、
人
々
は

パ
ニ
ッ
ク
で
す
。
皆
、
家
族
の
も
と

へ
帰
ろ
う
と
、
目
の
前
の
こ
と
を
放

り
出
し
て
帰
宅
を
始
め
ま
す
。
そ
の

た
め
、
道
に
人
や
車
が
溢
れ
、
交
通

が
混
乱
し
ま
す
。
首
相
が
報
道
に
踏

み
切
っ
た
の
も
、「
死
の
瞬
間
を
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
迎
え
さ
せ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。
し
か

し
、
帰
宅
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

作
中
、
あ
る
男
が
「
お
れ
は
、
こ
ん

な
所
で
死
に
た
く
な
い
。
死
ぬ
な
ら
、

女
房
と
子
供
を
抱
い
て
死
に
た
い
。

こ
ん
な
、
お
れ
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
他
人
と
心
中
す
る
の
は
ご
め
ん

だ
」
と
絶
叫
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
清
張
の
戦
争
体
験
が
反

映
さ
れ
た
作
品
に
も
、
描
か
れ
た
モ

チ
ー
フ
で
す
。『
厭え
ん
せ
ん戦
』
と
い
う
作

品
で
は
、
徴
兵
さ
れ
、
朝
鮮
に
渡
っ

た
〈
私
〉
に
、〈
死
ぬ
の
な
ら
や
っ

ぱ
り
畳
の
上
だ
。
妻
子
に
み
と
ら
れ

て
死
ぬ
の
が
人
間
の
最
後
の
最
上
の

幸
福
だ
。
そ
の
他
の
場
所
で
は
死
に

た
く
な
い
。
ま
し
て
戦
場
で
死
ぬ
の

は
い
や
だ
〉
と
語
ら
せ
ま
す
。

　

清
張
は
、『
神
と
野
獣
の
日
』
で

仮
想
し
た
、
核
ミ
サ
イ
ル
着
弾
と
い

う
極
限
状
態
を
、
か
つ
て
の
戦
争
体

験
と
重
ね
て
い
ま
す
。
現
代
の
私
た

ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
体

験
は
、
東
日
本
大
震
災
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
２
０

文芸
hiroba 柳　原　暁　子

北九州市立松本清張記念館　専門学芸員
Akiko Yanagihara

松本清張『神と野獣の日』
（2008年　角川書店）

東野圭吾の推薦により復刊した

松本清張　1987年フランスにて

清張アラカルト

清
張
が
警
句
と
し
て
描
い
た
近
未
来

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3
093(582)2761
【観覧料】
一般　　　500円 （団体・年長者利用証：400円） 
中・高生　300円 （団体：240円） 
小学生　　200円 （団体：160円） 
【開館時間】
午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで) 
【休館日】
年末 （12月29日～12月31日) 

Information
※　

東
京
都
で
は
、
２
０
１
３
年
４
月
、
東
京
都
帰
宅

困
難
者
対
策
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
の
帰

宅
行
動
の
抑
制
を
推
進
し
た
も
の
で
、
小
説
で
の
帰
宅

を
促
す
状
況
と
は
、
異
な
る
よ
う
で
す
。
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Ｃ
４
は
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
を
し
て

い
る
。
小
倉
北
区
京
町
に
あ
る
カ

フ
ェ
・
ド
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
に
て
、

一
作
目
か
ら
二
作
目
を
つ
な
ぐ
作

品
『
三
日
月
探
偵
社
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
１
・

５
以
上
２
未
満
』
を
４
月
か
ら
７
月

に
か
け
て
、
４
ヶ
月
連
続
で
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
上
演
し
た
の
だ
。
４
月
が

「
１
・
６
」
５
月
が
「
１
・
７
」
と

い
う
風
に
、
だ
ん
だ
ん
「
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
・
２
」
へ
近
づ
い
て
い
く
と
い
う

手
法
。
込
み
入
っ
た
舞
台
装
置
や
音

響
な
ど
に
頼
ら
ず
上
演
で
き
、
ま

た
、
戯
曲
の
内
容
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

届
け
ら
れ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
特
性

を
上
手
く
利
用
し
た
面
白
い
作
品
展

開
だ
と
思
う
。

　
も
う
一
つ
は
八
幡
東
区
で
。
大
猫

座
『
歌か
た
ん譚　

坂
の
上
の
家
』（
作
・

演
出
：
大
塚
恵
美
子
／
９
月
14
日
・

15
日
／
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ
ア
ン

　
今
、
北
九
州
で
は
、
若
い
劇
団
が

非
常
に
元
気
だ
。
先
月
号
で
ご
紹
介

し
た
「
守
祭
」
も
そ
う
だ
し
、
６
月

に
は
「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」
が
新

作
『
サ
ヴ
ァ
リ
ー
ナ
ト
ロ
メ
イ
ド
』

（
作
・
演
出
：
穴
迫
信
一
）
を
ひ
っ

さ
げ
て
、
北
九
州
―
福
岡
―
熊
本
と

ツ
ア
ー
公
演
を
行
う
な
ど
、
積
極
的

な
動
き
が
目
立
つ
。

　
で
は
〝
老
舗
〞
劇
団
の
方
は
ど
う

か
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
も
、
守
り
に

入
ら
な
い
姿
勢
で
公
演
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
９
月
に
は
〝
老
舗
〞
２
団
体
が
、

奇
し
く
も
同
じ
週
末
に
公
演
を
行
う
。

い
自
転
車
」
や
「
響
座
」「
青
春
座
」

な
ど
で
活
躍
中
の
役
者
さ
ん
を
〝
期

間
限
定
劇
団
員
〞
と
し
て
迎
え
る
。

更
に
、
山
口
県
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

山
根
浩
志
、
原
田
耕
平
、
声
楽
家
モ

チ
ェ
オ
久
美
に
も
楽
曲
提
供
や
ボ
イ

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
参
加
し
て
も

ら
っ
て
「
歌
譚
」
と
い
う
、
音
と
歌

と
台
詞
で
物
語
を
編
み
こ
ん
で
い
く

演
出
を
試
み
た
。
こ
う
い
っ
た
、
メ

ン
バ
ー
固
定
の
劇
団
で
は
で
き
な
い

試
み
を
少
し
で
も
長
く
続
け
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
劇
団
を
解
散
し
て
み
て
改
め
て
感

じ
た
の
だ
が
、
劇
団
を
長
く
や
っ
て

い
る
と
、
手
慣
れ
て
楽
に
こ
な
せ
る

部
分
も
多
く
な
る
が
、
反
面
、
手
慣

れ
故
の
油
断
で
〝
は
っ
〞
と
す
る
部

分
も
出
て
く
る
。

　
常
に
、
新
し
く
。
若
者
に
は
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
。

シ
ア
タ
ー
）
だ
。

　
こ
の
「
大
猫
座
」
は
、
私
が
１
９

９
１
年
か
ら
22
年
間
座
長
を
つ
と
め

て
き
た
「
劇
団
夢
の
工
場
」
解
散
後

に
立
ち
上
げ
た
劇
団
だ
。
以
下
、
手

前
味
噌
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ

つ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
「
大
猫
座
」
劇
団
員
は
私
一
人
。

毎
回
、
上
演
作
品
に
も
っ
と
も
適
し

た
座
組
み
で
、
劇
団
の
枠
、
ア
ー
ト

の
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
超
え
て
作
品
創

り
を
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
る
。

数
回
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
を
経

て
、
今
回
が
第
一
回
公
演
と
な
る
。

た
だ
、
私
が
長
ら
く
北
九
州
で
演
劇

を
や
り
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
日
本
各
地
で
老
若
男
女
と
触
れ

合
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た

劇
団
と
い
う
点
で
、〝
老
舗
〞
枠
入

り
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、「
劇
団
黄
色

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

劇団C４『三日月探偵社CASE.2～月は
見ていた～』チラシ

大猫座『歌譚 坂の上の家』チラシ

　
一
つ
は
若
松
。
劇
団
Ｃ
４
『
三
日

月
探
偵
社
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
２
〜
月
は
見

て
い
た
〜
』（
作
・
演
出
：
大
福
悟

／
９
月
14
日
〜
16
日
／
旧
古
河
鉱
業

若
松
ビ
ル
）
だ
。

　
こ
の
『
〜
月
は
見
て
い
た
〜
』
は
、

２
０
１
２
年
５
月
に
『
三
日
月
探
偵

社
〜
月
夜
の
忘
れ
物
〜
』
で
始
ま
っ

た
劇
団
Ｃ
４
の
得
意
と
す
る
「
シ

リ
ー
ズ
も
の
」
の
第
二
弾
。
旧
古
河

鉱
業
若
松
ビ
ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の

雰
囲
気
を
上
手
く
使
っ
た
「
と
あ
る

探
偵
社
の
一
室
」
で
起
こ
る
事
件
を

扱
っ
た
物
語
。

　

本
作
上
演
に
あ
た
っ
て
、
劇
団

〝
守
り
に
入
ら
な
い
〞
老
舗
劇
団
２
団
体
の
９
月
公
演
を
紹
介
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ダ
ン
ス
の
海
に
深
く
潜
ろ
う
！

　
さ
ら
に
深
く
ダ
ン
ス
の
世
界
に
潜

る
に
は
、
観
賞
企
画
が
お
ス
ス
メ
で

す
。
今
注
目
を
集
め
る
ダ
ン
サ
ー
の

作
品
を
一
挙
に
観
ら
れ
る
『
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
』。
そ
し
て
〝
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
〞
な
ら
ぬ
「〝
コ
ン
テ
ン
ぽ
っ

ち
ゃ
り
〞
ダ
ン
サ
ー
」
井
手
茂
太
主
宰

の
イ
デ
ビ
ア
ン
・
ク
ル
ー
に
よ
る
新
作

公
演
『
麻
痺　
引
き
出
し 
嫉
妬
』。

こ
れ
ら
合
わ
せ
て
６
作
品
が
登
場
。

　
ち
な
み
に
〝
コ
ン
テ
ン
ぽ
っ
ち
ゃ

り
〞
ダ
ン
ス
と
は
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
系

ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
こ
と
。

見
た
目
な
ん
て
関
係
な
い
！　
筋
骨

隆
々
で
な
く
た
っ
て
、
高
く
飛
べ
な

く
っ
た
っ
て
、
超
高
速
で
動
け
な
く

た
っ
て
、
あ
な
た
だ
け
に
し
か
で
き

な
い
ダ
ン
ス
が
あ
る
は
ず
！　
歩
い

た
り
走
っ
た
り
転
ん
だ
り
…
普
段
の

徴
は
、「
何
で
も
ア
リ
！
」
な
こ
と
。

一
人
一
人
の
身
体
が
異
な
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
か
ら
生
ま
れ

る
ダ
ン
ス
も
異
な
っ
て
当
た
り
前
、

と
い
う
所
か
ら
始
ま
っ
た
多
様
な
表

現
。
性
別
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず

ボ
ー
ダ
レ
ス
に
広
が
る
身
体
の
可
能

性
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ダ
ン
ス
の
波
に
飛
び
込
も
う
！
　

　
は
じ
め
て
ダ
ン
ス
に
触
れ
る
方
に

お
ス
ス
メ
な
の
は
、「
ヤ
サ
ぐ
れ
舞

踊
評
論
家
」
乗
越
た
か
お
に
よ
る
レ

ク
チ
ャ
ー
。
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て

い
る
人
気
評
論
家
に
よ
る
熱
い
ト
ー

ク
で
す
。
秘
蔵
の
映
像
資
料
も
満

載
。
参
加
す
れ
ば
ダ
ン
ス
の
面
白
さ

に
目
覚
め
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　
週
末
は
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
『
も
っ

と
お
や
じ
カ
フ
ェ
』
が
出
現
。
公
募

で
集
ま
っ
た
「
自
称
お
や
じ
」
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
カ
フ
ェ
・

サ
ー
ビ
ス
を
堪
能
で
き
ま
す
。
な
か

な
か
思
い
通
り
に
動
か
な
い
身
体

で
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に

お
客
様
を
も
て
な
す
、
愛
く
る
し
い

お
や
じ
た
ち
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
平
日
夜
の
大
人
の
時
間
は
、
街
な

か
の
角
打
ち
・
焼
鳥
屋
が
即
席
の
ダ

ン
ス
会
場
に
。「
な
に
わ
の
コ
リ
オ
グ

ラ
フ
ァ
ー
（
振
付
家
）」し
げ
や
ん
こ

と
北
村
成
美
が
「
ち
ょ
い
と
ご
め
ん

よ
」
と
、
小
倉
の
街
に
登
場
し
ま

す
。
何
が
起
き
る
か
は
当
日
の
お
楽

し
み
。
仕
事
帰
り
に
ち
ょ
っ
と
一
杯

ひ
っ
か
け
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

こ
の
秋
、
街
に
ダ
ン
ス
の
波
が
や
っ

て
く
る
！

　
９
月
16
日
〜
29
日
の
二
週
間
、
劇

場
や
街
の
な
か
で
、
ダ
ン
ス
に
触
れ

る
企
画
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
名

も
「
ダ
ン
ス
ダ
イ
ブ
ウ
ィ
ー
ク
（
Ｄ

Ｄ
Ｗ
）」。
十
人
十
色
の
ダ
ン
ス
、
十

人
十
色
の
楽
し
み
方
を
お
届
け
す
る

北
九
州
芸
術
劇
場
の
新
企
画
で
す
。

　
「
ダ
ン
ス
」
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

で
す
が
、
Ｄ
Ｄ
Ｗ
で
登
場
す
る
の
は

〝
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
〞
と

呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
。「
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
＝
同
時
代
」
な
ダ
ン
ス
の
特

イデビアン ·クルー(2011年 ｢出合頭｣ ©Tsukasa Aoki)

おやじカフェ(2009年 ｢おやじカフェ｣ より)

Information
【開催期間】9月16日（月・祝）～29日（日）
【会　　場】北九州芸術劇場 小劇場・リバーウォーク
　　　　　北九州1F　ほか
【チケット料金】※詳細はお問合せください
ショーケース　一般 2000円　ユース 1000円
イデビアン・クルー　一般 3500円　ユース 2500円
＊日時指定・全席自由　＊当日各500円増　＊未就学児入場不可
＊ユース：24歳以下・要身分証提示・劇場のみ取扱
＊そのほかお得なセット券あり
【お問合せ】北九州芸術劇場
093（562）2655　（午前10時～午後8時）

岩 本 史 緒 

100 万人に届け！
Dance Dive Week（ダンスダイブウィーク）

Fumiwo Iwamoto

北九州芸術劇場5

広報係

さ
り
げ
な
い
動
き
の
中
に
も
ダ
ン
ス

は
あ
る
ん
だ
！　
そ
ん
な
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
、
そ
し
て
ち
ょ
っ

ぴ
り
コ
ミ
カ
ル
な
イ
デ
ビ
ア
ン
・
ク

ル
ー
の
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
Ｄ
Ｄ
Ｗ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
企
画
と
な
る
、
み
ん
な
で

踊
る
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
、

略
し
て
「
リ
バ
ダ
ン
！
」。
一
度
目

に
し
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
味
の
あ
る

振
付
を
手
掛
け
た
近
藤
良
平
の
言
葉

で
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ダ
ン
ス

と
は
、「
会
話
す
る
よ
り
も
っ
と
昔

の
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ※

で
衝
動
的
な

事
。
獲
物
を
捕
っ
て
興
奮
し
て
踊
っ

て
し
ま
っ
た
。
た
ぶ
ん
、
そ
ん
な
感

じ
」。

　
嬉
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
日
々
心

が
動
く
瞬
間
に
生
ま
れ
る
あ
な
た
だ

け
の
ダ
ン
ス
を
感
じ
に
、
レ
ッ
ツ
・

ダ
イ
ブ
！

※
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
＝
原
始
的
な
さ
ま

舞台に目が釘付けになるような…
思わず身体が動きだすような…

あなたの想像を超えた
ダンスとの出会いが、きっとある。

街で劇場で、ダンスに飛びこむ二週間！






